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鳥
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二
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調
査
期
間
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一
九
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八
年
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１０
）
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一
二
月
、
二
　
一
九

九
九
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六
月
～
九
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３
　
発
掘
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関
　
　
⑪
米
子
市
教
育
文
化
事
業
団
埋
蔵
文
化
財
調
査
室

４
　
調
査
担
当
者
　
一局
橋
浩
樹

。
佐
伯
純
也

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
下
町
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
～
近
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

米
子
城
跡
は
、
市
街
地
の
北
西
部
に
位
置
す
る
湊
山
を
中
心
に
形
成
さ
れ
た
、

中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
城

郭
遺
跡
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
、

本
丸
を
含
む
城
郭
中
心
部
分
の

ほ
か
、
武
家
屋
敷
地
の
調
査
が

行
な
わ
れ
て
い
る
。

一　
第
二
五
次
調
査

子
　
　
」
の
調
査
は
裁
判
所
の
改
築

米

工
事
に
伴
う
も
の
で
、
調
査
地

は
近
世
の
武
家
屋
敷
地
に
あ
た

る
場
所
で
あ
る
。

木
簡
は
、　
一
人
世
紀
後
半
か
ら

一
九
世
紀
前
半
に
か
け
て
の
も
の
と
み
ら
れ

る
井
戸
か
ら

一
点
、
こ
れ
と
同
じ
時
期
の
も
の
と
み
ら
れ
る
水
路
か
ら

一
点
、

計
二
点
が
出
土
し
た
。

井
戸
は
直
径
二
ｍ
程
度
の
素
掘
り
で
、
平
面
は
円
形
を
呈
す
る
。
水
路
は
検

出
長
さ
八
ｍ
幅

一
・
三
ｍ
深
さ
二
〇
釦
程
度
の
も
の
で
、
屋
敷
境
界
を
示
す
溝

と
考
え
ら
れ
る
。

一
一　
第
二
九
次
調
査

こ
の
調
査
は
、
近
世
の
米
子
港
に
程
近
い
町
人
町
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
調
査
の
結
果
、
明
治
時
代
前
期
に
作
ら
れ
た
堤
防
状
の
遺
構
を
検

出
し
、
そ
れ
を
埋
立
て
て
作
ら
れ
た
水
田
土
か
ら
木
簡

一
点
が
出
土
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容
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ω
は
針
葉
樹
の
材
を
用
い
、
四
隅
を
削
り
面
取
り
し
て
い
る
。
②
も
針
葉
樹

で
、
長
方
形
の
材
で
あ
る
が
下
端
部
を
削
り
出
し
て
幅
を
や
や
狭
く
し
て
い
る
。

針
葉
樹
を
用
い
て
い
る
。
上
下
両
端
の
角
を
九
く
加
工
し
、
上
下
と
も
端
か

ら
約
二

・
五
硼
の
部
分
に
、
径

一
剛
程
の
孔
が
あ
け
ら
れ
て
い
る
。
表
面
の

「
ゑ
び
屋
喜
太
夫
」
は
、
幕
末
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
米
子
市
内
町
に
居
住

し
て
い
た
有
力
商
人
で
あ
る
。
裏
面
の

「吉
久
」
は
不
詳
。

９
　
関
係
文
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団
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城
跡
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九
年
）
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子
城
跡
二
九
次
調
査
』
全
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〇
〇
年
）

（佐
伯
純
也
）

第
二
九
次
調
査
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